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お目にかかる前は「神父様」と聞いて内心ドキドキでした。が、後
藤神父にお会いしてホッ。およそ、説教や厳粛とは無縁の気さくなお
人柄で、ご自分の体験を穏やかな笑顔でたくさんお話してくださいま
した。 
中でも印象に残ったのは里子の娘が彼氏を連れてきたときのこと。
やきもちから会おうとしなかったそうです。どこにでもいる頑固おや
じそのものです。 
私とはかけはなれた世界にいる人というより、一人の人間として、
父としての存在感が、とてもあたたかく感じられました。 




